
❷仕事と家庭の両立のために必要なこと
◇�「育児休業・介護休業制度を取得しやすい環境をつ
くる」ことが最も重要
　男女がともに仕事と家庭を両立していくため、「育児
休業・介護休業制度を取得しやすい環境」が必要な割
合が50.8％となっています。次いで、「育児休業・介
護休業中の賃金や手当てなどの経済的支援」、「パート
タイマーなど正社員でない人の労働条件の改善」があ
げられています。前回調査と比べると、労働条件の改
善や柔軟な勤務制度など働き方見直しに関する回答が
増えています。

男女共同参画の意識調査の結 果をお知らせします
　町では、「第2次横芝光町男女共同参画基本計画」（計画期間平成31～令和5年度）を策定し、男女が互いに尊重し合 い、誰もが暮らしやすい地域社会を実現するため、さまざまな取り組みを進めています。
そこで、みなさんの男女共同参画に関する考えや意見を把握し、計画に掲げた目標の達成状況を確認し、今後の計 画づくりに活用するため意識調査を実施しました。集計結果がまとまりましたので、一部をお知らせします。

●調査対象　町内在住の16歳以上の男女2,000人
●抽出方法　住民基本台帳より無作為抽出
●調査方法　郵送による配布と回収
●調査期間　令和4年11月
●有効回収数　723件
●有効回収率　36.2％

●調査項目　
❶男女の平等感について　　　❷家庭生活について
❸地域活動について　　　　　❹職場について
❺仕事と生活の調和について　❻DVについて
❼女性の活躍推進について　　❽少子高齢化について
❾男女共同参画社会実現のために必要なことについて
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ア. 家庭生活の場

イ. 学校教育の場

ウ. 職場

エ. 政治の場

オ. 地域活動の場

カ. 社会通念や慣習など

キ. 法律や制度上

男性の方が非常に
優遇されている

どちらかといえば、男性
の方が優遇されている 平等 どちらかといえば、女性

の方が優遇されている
女性の方が非常に
優遇されている わからない 無回答

『男性が
優遇』

『女性が
優遇』

8.3                               42.7                                                 32.1 5.1     8.4        2.28.3                               42.7                                                 32.1 5.1     8.4        2.2
1.11.1

0.60.6 0.60.6

1.1    16.6                                                54.5                               3.0  0.7        21.4                2.61.1    16.6                                                54.5                               3.0  0.7        21.4                2.6

7.9                                42.9                                            27.4                 6.2  0.8   12.0       2.87.9                                42.9                                            27.4                 6.2  0.8   12.0       2.8

32.0                                                 42.3                              10.2          12.2         2.232.0                                                 42.3                              10.2          12.2         2.2

6.4                      33.2                                             34.6                  3.6  0.7      18.7              2.96.4                      33.2                                             34.6                  3.6  0.7      18.7              2.9

12.3                                    48.4                                            18.8     1.5  0.6    15.6           2.812.3                                    48.4                                            18.8     1.5  0.6    15.6           2.8

7.9                        33.7                                          31.4                   5.4  1.1      17.8            2.67.9                        33.7                                          31.4                   5.4  1.1      17.8            2.6

0 10 20 30 40 50 60（%）

R4年　   回答者数＝723（複数回答）
H26年　回答者数＝883

在宅勤務やフレックスタイム制度
など、柔軟な勤務制度を導入する

育児休業・介護休業制度を
取得しやすい環境をつくる

育児休業・介護休業中の賃金や手
当てなどの経済的支援を充実する

パートタイマーなど正社員で
ない人の労働条件を改善する

R4年 H26年

27.8
15.3

50.8

41.6

30.4

51.1

29.4

26.0

❶男女の平等感
◇学校教育は男女平等、政治の場、社会通念や慣習は男性優遇
　家庭生活や学校教育など7つの分野のうち、男女の平等感は、「学校教育の場」は半数以上が平等と回答していま
すが、「政治の場」や「社会通念や慣習」は「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性が優遇されて
いる」を合計した割合が高く、「家庭生活の場」や「職場」でも5割を超えていて、男性優遇の分野と考えられます。
　平成26年の前回調査と比べると、男性優遇は「職場」で9.1ポイント減少し、「地域活動の場」でも4ポイント減少
していますが、その他の項目では大きな変化が見られません。
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